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「JENESYS2020」日中大学生オンライン交流の記録  

 

１．オンライン交流概要 

【目的】 

本プログラムでは、短時間でも深い交流ができるよう、テーマを「私の理想の働き方」とし、日

本と中国の大学生がグループディスカッションを行いました。働き方改革は日中共通の課題であ

り、近年、日本では「ゆるい就職」、中国では「寝そべり族（躺平）」など、若者の働き方を含む人

生観が多様化しています。日中の大学生が仕事を選ぶ上で重視する項目を話し合うことで、互いの

価値観や人生観を明らかにし、相互理解と友好促進を深めることを目的として本交流を実施しまし

た。 

【参加者】１回目：中国（陝西省・湖南省）の大学生 20名、日本の大学生 16名 

２回目：中国（陝西省・湖南省）の大学生 20名、日本の大学生 18名 

【日程】 

日にち 

訪問地 

内容 参加者の質問・反応（参加者の人数

実績） 

１回目 

2021年 

6月 4日 

東京都 

【接続確認・オリエンテーション】 

① 事業趣旨の説明  

② 6/11の交流日程、事前・事後作業の説明 

③ グループに分かれての自己紹介 

グループに分かれての自己紹介

の際、連絡先を交換する学生もい

ました。（参加者：中国の大学生

20名、日本の大学生 16名） 

２回目 

2021年 

6月 11日 

東京都 

【テーマについての意見交換】 

テーマ：「私の理想の働き方」 

① 開会、参加者紹介 

② グループワーク（ディスカッション） 

5 つのグループに分かれ、各自が仕事を選ぶ上

で最も重視する５つのキーワードと選んだ理

由を紹介し、グループ内で出た意見の傾向や特

徴を分析。 

③ グループワーク（発表内容まとめ） 

グループごとに発表者 1名を決め、グループメ

ンバーで発表内容を準備。 

④ 交流内容発表 

各グループの代表者が、ディスカッションで出

た意見とその分析を発表。 

⑤ 講師による講評 

講師：阿古 智子 東京大学 大学院総合文化 

研究科・教養学部 教授 

 

交流内容発表では、「日本では自

分の夢や得意なことを追求する

ことを求められるが、中国では親

や家族の期待に応えることが求

められる」「ワークライフバラン

スから社会の性別役割分担意識

について話し合った」「日中どち

らの学生も“社会に貢献するこ

と”の項目を選んでいたが、中国

の学生は社会環境を変革するこ

とで国に貢献することを考え、日

本の学生は自分の能力や個性を

発揮することで人々に貢献する

とイメージしていた」などの報告

がありました。講師からは、「多

くの学生が多様性の重要性につ

いて言及していた。皆さんが社会

の中心になれば、良い方向に社会

を変えていけるのではないかと



 

2 
 

期待している」との講評がありま

した。（参加者：中国の大学生 20

名、日本の大学生 18名） 

 

 

２．記録写真  

 

 

2021年 6月 11日【テーマについての意見交

換】 

グループワーク（ディスカッション） 

 

2021年 6月 11日【テーマについての意見交

換】 

2021年 6月 11日【テーマについての意見交

換】 

講師による講評 

 

３．中国大学生の感想（抜粋） 

◆ 西安交通大学 学生 

とても意義深かった。短い交流だったが、中国と日本の学生の考え方の違いに気づくことが

できた。交流をしたいという気持ちは同じだったので、今回の事業を通じて、お互いの文化につ

いてある程度の理解を得られた。私の入ったグループでは、日本の学生が中国の学生よりも積

極的であったと思う。このような活動がもっと増えることを願っている。 

 

◆ 西安外事学院 学生 

まず、クラスメイトとともに学校の代表として日中オンライン交流会に参加できたことを光

栄に思う。とても多くのことを得られ、心に深く残っている。両国の学生で「私の理想の働き方」

というテーマで選ばれた 5 つのキーワードについて、深く熱い議論を交わした。率直な感想と
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しては、一人ひとりが自分なりの考えを持っているのだということ。選ばれたキーワードにつ

いて各自違った見解を持っていた。また、グループ内にいた博士・修士の学生は「もうすぐ就職」

という別の視点から有用な考え方や手法を提起してくれた。全体的にいえば、今回のオンライ

ンでの交流で視野が広がったし、コミュニケーション能力も鍛えられたので、これから正しい

就職観を作っていくための土台ができたと思う。最後に、このような機会を与えてくれた学校

に感謝したい。今後もまた、優秀な大学生たちとディスカッションをしたい。 

 

◆ 西安外国語大学 学生 

今回の交流を通じて、職業選択についてよりはっきりとした考えを持つことができた。これ

から仕事を選ぶに当たって、ワークライフバランスについてもっとよく考え、自分に合った選

択をしていきたい。交流はすべて英語だったので、英語を勉強する大切さが身に染みた。日本語

を勉強しながらも、英語学習を軽んじてはいけないと痛感した。 

 

◆ 湖南大学 学生 

活動を通じて、日本の同世代たちの生活を知り、日本についての理解が深まった。日本の同世

代の大学生もとても生き生きとしていると感じた。 

 

◆ 湖南師範大学 学生 

中国と日本の考え方、文化、社会などの多様性を学ぶことができた。また、キュートで面白い

日本人とも友だちになることができ、日中交流への興味がわくなど、とても有意義だった。 

 

 

４．日本大学生の感想（抜粋） 

◆ 上智大学 学生 

グループディスカションにいたメンバーが活発で、たくさん興味深い話を検討できてよかっ

たと思います。例えばディスカッションが始まる前に、男女不平等の話になると思わなかった

が、日中の働き方の差を見て男女問題について考えられてとてもよかったと思う。最後に東京

大学の教授の補足説明がわかりやすく、ポストコロナ時代の働く Style の見解は自分の就活に

も役に立ち参考になると思います。 

 

◆ 上智大学 学生 

なかなか中国人の学生とこのように交流する機会がなかったため、とても新鮮でした。ディ

スカッションの内容も、国や地域の特徴が働き方の嗜好への影響がかなり多く興味深かったで

す。例えば中国人学生側は、一人っ子政策などの影響の話もされており、期待を持たれているた

め大企業や安定した職に就くことを望まれるという話をされていたことが特に印象に残ってい

ます。 

 

◆ 上智大学 学生 

日頃中国の学生さんと交流することはないため、今回のオンライン交流を通してより具体的

に、なおかつ楽しく「仕事観」の共有をすることができました。私たちのグループで特筆すべき
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は、人生において仕事優先と感じる学生さんが多数を占めていたことです。ワークライフバラ

ンスの均衡化が叫ばれる昨今にあって、仕事に対して「自己成長」や「クリエイティブ」を求め

る姿勢はむしろ、旧態依然とした「仕事と私生活」の二項対立に留まらず、多彩な仕事から楽し

いと思うことを選びとる、かつ私生活も充実させる、という現代の若者が人生の豊かさの指標

を「楽しみ」に据える姿の表象とも言えるかと思います。 

 議論の焦点は「ベンチャー」か「大企業」かに絞られました。そこで私は中国の働き方が案外

フレキシブルであることに驚かされました。国家体制が働き方にも多少なりとも影響するので

は？という疑問はすぐに払拭され、各々が個性的なキャリア・パスを描いていることがわかり

ました。新しいビジネスを興したい、一気に成長するには大企業の方が整っている。その意識の

多様さはむしろ日本人学生よりも充実しており、キャリア形成のプロセスを重視する姿勢は実

に興味深いものでした。 

 「働き方」に主軸を置いた本企画において、私は「異文化理解」の枠に留まらない交流ができ

たように感じます。いわゆる交流を目的としたお話し会ではなく、意見をぶつけ合う中でそれ

ぞれの職業観を明らかにし、高等教育に身を置く者だからこそ語れるものがあると痛感しまし

た。 

 

５．参加者の対外発信、報道記事等 

 
 

2021 年 6 月 11 日（中国共産党湖南省委員会外

事工作委員会弁公室ホームページ） 

○両国の青年は「社会に貢献すること」「好きな

ものを仕事にすること」などのキーワードをめ

ぐって議論し、友情を深めた。このプログラム

は中日青年の交流の熱量を保ち、コロナ後の相

互訪問交流への基礎固めとなった。 

2021年 6月 18日（法政大学ホームページ） 

○本学の学生からは、「中国の学生の価値観と日

本の学生の考える価値観の違いについて知るこ

とができた」「交流会を通して実際に訪中するこ

となく中国人の友人を作ることができた」とい

った意見が寄せられた。日中双方の学生にとっ

て非常に有意義な機会となった。 
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2021年 6月 14日（微博） 

○交流の時、日本の大学生が仕事を選ぶ上で考

慮する要素は中国大学生と全く違った。 

2021年 6月 15日（微信） 

○「各々独自の考えを持ち、キーワードの解釈

も違った。視野を広げ、コミュニケーション能

力を鍛錬することができた。将来の働き方にし

っかりとした考えを持つことができた。」「日本

の大学生と胸襟を開いて将来の就職への考え方

を話し合い、感じるところが多かった。社会や

性別の不平等、会社の創造性など、学びが多か

った。」 

 

実施団体名：公益財団法人日中友好会館 


